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２０１０．９．２５ １０・２２全県労働者
決起集会No.1012

１０月２２日�１８：３０～
名古屋市・若宮広場

発行責任者 伊藤 慎次 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

賃賃
金金
・・
人人
員員
増増
をを
勝勝
ちち
とと
ろろ
うう

秋秋のの総総対対話話・・総総学学習習ススタターートト！！
「２年連続のマイナス人勧をはね返そ
う」といま、各単組で、秋季年末闘争
の総学習・総対話運動がとりくまれて
います。要求の前進をめざし、全組合
員参加を追求、すべての職場で総学習
運動をすすめましょう。

すべての分会で総対話にとりくむ豊橋市職労

豊
橋
市
職
労
で
、
秋
の
総
対

話
運
動
（
職
場
集
会
）
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
秋
季
年
末
確

定
闘
争
で
の
要
求
前
進
に
向

け
、
す
べ
て
の
分
会
で
、
闘
争

方
針
案
を
討
議
し
、
要
求
書
に

反
映
さ
せ
る
運
動
で
す
。

９
月
２２
日
に
は
学
校
用
務
員

分
会
で
総
対
話
（
職
場
集
会
）

が
行
わ
れ
、
役
員
か
ら
「
１０
人

勧
」
の
問
題
点
や
、
生
活
改
善

に
つ
な
が
る
賃
上
げ
と
安
心
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
人
員
・

職
場
改
善
を
め
ざ
し
、
公
務
員

攻
撃
を
は
ね
返
す
た
め
に
も
、

住
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
市
役

所
を
め
ざ
し
、
仕
事
の
見
直
し

や
住
民
と
の
共
同
、
労
働
者
・

国
民
の
く
ら
し
向
上
の
運
動
を

強
め
る
な
ど
、
市
職
労
の
主
な

要
求
課
題
、
運
動
の
テ
ン
ポ
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「『
１０
人

勧
』
を
阻
止
し
よ
う
」
や
「
再

任
用
制
度
の
取
り
扱
い
が
職
場

ご
と
に
ち
が
う
。
退
職
後
の
雇

用
に
不
安
を
感
じ
る
」
な
ど
の

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
６
日
の
中
央
委
員
会

（
要
求
書
の
議
決
）ま
で
に
、
す

べ
て
の
分
会
で
の
総
対
話
を
開

催
す
る
よ
う
準
備
し
、
全
組
合

員
の
声
と
力
を
結
集
し
て
要
求

前
進
を
勝
ち
と
る
決
意
で
す
。

秋
年
闘
争
の
前
進
に
む
け
県

本
部
第
１
回
中
央
委
員
会
が
９

月
１７
・
１８
日
、
犬
山
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

１０
秋
季
年
末
闘
争
は
、
要
求

課
題
で
も
政
治
的
課
題
で
も
、

２
０
１
３
年
の
定
年
延
長
や
協

約
締
結
権
付
与
な
ど
を
見
据
え

た
重
要
な
た
た
か
い
と
な
り
ま

す
。
２
年
連
続
の
賃
金
・
一
時

金
の
削
減
、
年
齢
差
別
の
不
当

な
賃
下
げ
勧
告
は
、
労
働
者
全

体
の
賃
下
げ
サ
イ
ク
ル
を
強
め

る
も
の
で
す
。
新
自
由
主
義
的

構
造
改
革
を
抜
本
的
に
あ
ら
た

め
る
た
た
か
い
を
、
国
民
・
労

働
者
と
と
も
に
す
す
め
ま
す
。

方
針
で
は
、
�
労
働
基
本
権

回
復
を
展
望
し
、
自
治
体
公
務

公
共
業
務
に
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
を
視
野
に
、
政
府
・
財
界

総
が
か
り
の
人
件
費
削
減
を
許

さ
ず
、
産
別
統
一
闘
争
を
軸
に

人
員
・
権
利
・
賃
金
闘
争
の
発

展
を
め
ざ
す
、
�
国
の
責
任
放

棄
と
地
方
へ
の
丸
投
げ
を
す
す

め
る
「
地
域
主
権
改
革
」
に
反

対
し
、
憲
法
を
い
か
し
地
方
自

治
の
拡
充
を
住
民
と
と
も
に
め

ざ
す
、
�
す
べ
て
の
要
求
と
課

題
を
組
織
の
強
化
拡
大
・
次
世

代
育
成
に
結
び
つ
け
、
３
万
自

治
労
連
愛
知
・
非
正
規
公
共
１

万
の
組
織
化
を
展
望
し
、
す
べ

て
の
組
合
員
の
参
加
で
、「
秋

の
月
間
」
の
成
功
を
め
ざ
す
な

ど
、
５
つ
の
中
心
課
題
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
と
り
く
み
と
し

て
、
９
月
を
総
学
習
総
討
論
期

間
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
勧
告
に

対
す
る
怒
り
の
結
集
を
す
す
め

ま
す
。
１０
月
１
日
を
要
求
書
提

出
基
準
日
、
同
１４
日
を
回
答
指

定
日
と
し
、
２２
日
を
全
県
決
起

集
会
。
１０
月
２５
日
か
ら
統
一
交

渉
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
要
求
の
前

進
を
は
か
る
こ
と
な
ど
を
確

認
。
各
単
祖
の
と
り
く
み
や
、

運
動
と
組
織
の
前
進
に
む
け
た

意
思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
地
方
主
権
改
革
と
こ
だ
ま

自
治
体
」
を
テ
ー
マ
に
、
樹
神

し
げ
る
成
三
重
大
学
教
授
か
ら
講
演

を
受
け
、「
住
民
自
治
の
変
質

や
、
二
元
代
表
制
を
否
定
し
首

長
の
権
限
の
強
化
」
な
ど
地
域

主
権
改
革
の
問
題
点
が
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
改
善
に
つ
な
が
る

賃
上
げ
を

犬
山
市
職
労
で
は
、
秋
闘
で

組
合
員
全
員
を
対
象
に
、「
情

勢
」
や
「
人
事
院
勧
告
」
等
の

理
解
・
問
題
点
等
の
学
習
、「
各

職
場
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
」

な
ど
を
出
し
合
い
検
討
す
る
職

場
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

職
場
学
習
会
は
各
職
場
の
代

表
で
あ
る
中
央
委
員
が
出
欠
確

認
等
を
し
、
職
場
要
求
の
取
り

ま
と
め
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

就
業
時
間
後
１
〜
２
時
間
程
実

施
。
平
均
参
加
率
は
約
８５
％
で

す
。学

習
会
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
正
規
職
員
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」「
冷
暖
房
を
時
間
外
も
入

れ
て
ほ
し
い
」「
保
育
園
が
老

朽
化
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
も
環
境
整
備
を
」
な
ど

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
と
っ

て
大
切
な
要
求
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
自

分
た
ち
の
労
働
条
件
の
改
善
を

図
る
た
め
、
ま
た
組
合
員
が
参

加
し
や
す
い
、
意
見
を
出
し
や

す
い
、
魅
力
あ
る
職
場
集
会
に

な
る
よ
う
に
工
夫
を
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

労
働
条
件
の
改
善
を

１１００
秋秋
年年
末末
闘闘
争争
のの
前前
進進
めめ
ざざ
しし

豊 橋
市職労

県県
本本
部部
第第
１１
回回
中中
央央
委委
員員
会会

犬 山
市職労

就
業
後
、各
職
場
で
学
習
会
・

犬
山
市
職
労

月月
例例
給給
・・
一一
時時
金金
のの

大大
幅幅
引引
きき
上上
げげ
をを

県
人
事
委
員
会
に
要
請

愛
労
連
・
公
務
共
闘
・
自
治

労
連
は
１４
日
、
今
年
の
人
事
委

員
会
勧
告
に
む
け
て
県
人
事
委

員
会
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

名
古
屋
市
が
国
の
１０
倍
以
上

の
賃
下
げ
勧
告
を
行
っ
た
こ
と

を
ふ
ま
え
、
同
じ
調
査
に
基
づ

く
県
人
事
委
員
会
に
は
「
追
随

せ
ず
、
月
例
給
お
よ
び
一
時
金

を
引
き
上
げ
」「
自
治
体
職
場

の
最
低
賃
金
を
１
０
０
０
円
以

上
に
」
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま

し
た
。
担
当
者
か
ら
は
「
名
古

屋
市
の
勧
告
は
レ
ア
な
ケ
ー

ス
」「
県
は
例
年
通
り
の
方
法

で
検
討
し
て
い
る
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

愛
労
連
か
ら
は
、
今
年
度
の

最
低
賃
金
が
全
国
平
均
で
１７
円

以
上
の
引
き
上
げ
と
な
る
こ
と

か
ら
、
非
常
勤
職
員
の
賃
上
げ

に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
、

少
な
く
と
も
最
賃
引
き
上
げ
額

以
上
の
賃
上
げ
を
行
う
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

自治体に働く職員の

安全衛生研修会
・日時 １０月１３日�１３：１５～
・場所 金山・労働会館

東館ホール
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（２）自治体 あいちの仲間２０１０年９月２５日 第１０１２号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

住住民民がが主主人人公公のの市市政政実実現現へへ
ひひききつつづづきき運運動動強強めめるる
合合併併強強行行のの西西尾尾市市長長解解職職請請求求届届かかずず

合
併
の
是
非
を
問
う
、
住
民

直
接
請
求
の
願
い
が
、
７
月
に

開
か
れ
た
臨
時
市
議
会
で
否
決

さ
れ
た
の
を
受
け
、
と
り
く
ま

れ
て
い
た
西
尾
市
長
の
リ
コ
ー

ル
運
動
は
、
９
月
１６
日
の
最
終

集
約
の
結
果
、
有
権
者
総
数
の

２７
・
１０
％
（
２
万
２
４
５
６

人
）
で
、
リ
コ
ー
ル
必
要
数
の

２
万
７
６
２
２
人
に
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
西
尾
市
の
榊
原
市

長
が
、
来
年
３
月
の
幡
豆
郡
３

町
と
の
合
併
を
め
ざ
し
、
議
会

で
の
合
併
議
案
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
西
尾
市
・
幡
豆
郡
３
町
の
合

併
問
題
を
考
え
る
会
」
な
ど
市

民
団
体
が
、
住
民
置
き
去
り
の

自
治
体
合
併
は
許
せ
な
い
と
住

民
投
票
の
実
施
を
求
め
て
５
月

に
１
万
９
千
人
（
法
定
必
要
数

の
１１
・
５
倍
）
の
署
名
を
提
出

し
て
来
ま
し
た
。と
こ
ろ
が「
住

民
投
票
は
必
要
な
い
」
と
、
市

長
・
議
会
が
否
決
し
た
た
め
、

市
民
３
団
体
が
、
８
月
１２
日
か

ら
９
月
１１
日
ま
で
の
１
カ
月

間
、
市
長
リ
コ
ー
ル
運
動
に
と

り
く
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

結
果
を
受
け
て
市
民
団
体

は
、
こ
の
と
り
く
み
の
中
で
、

「
改
め
て
多
く
の
市
民
が
合
併

に
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
」「
署
名
に
入
る

と
、
市
長
の
横
暴
を
非
難
す
る

声
が
多
く
聞
か
れ
た
」
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
今
回
の
リ
コ
ー
ル

請
求
が
、「
市
が
行
っ
た
住
民

説
明
会
で
も
市
民
に
対
し
て
、

正
確
な
情
報
を
提
供
せ
ず
、
誠

意
あ
る
回
答
も
な
い
な
ど
、
市

民
を
無
視
し
続
け
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
」
と
し
、
住

民
が
主
人
公
の
市
政
実
現
に
向

け
、
今
後
も
運
動
を
強
め
る
と

し
ま
し
た
。

写
真
上
／
朝
市
で
「
住

民
直
接
請
求
」
宣
伝
行

動写
真
右
／
と
り
く
み
後

の
マ
ス
コ
ミ
会
見

９
月
１９
日
、
金
山
・
労
働
会

館
で
７０
名
が
参
加
し
愛
労
連
公

契
約
運
動
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

伊
藤
桂
一
全
労
連
調
査
局
長

か
ら
「
公
契
約
適
正
化
運
動
の

到
達
と
今
後
の
課
題
」
の
講
演

が
あ
り
、
競
争
入
札
で
低
賃
金

不
安
定
雇
用
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
公
契
約
で
発
生
し
て

い
る
問
題
点
を
指
摘
。
公
契
約

適
正
化
の
運
動
の
事
例
を
野
田

市
や
国
分
寺
市
、
川
崎
市
の
事

例
を
も
と
に
紹
介
。
契
約
に

よ
っ
て
「
自
ら
の
行
動
を
正

す
」手
法
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
報
告
で
は
豊
橋
市
職
労

の
委
託
労
働
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

自
治
体
の
委
託
労
働
者
の
労
働

条
件
の
劣
悪
さ
を
明
ら
か
に
し

た
と
り
く
み
や
、
民
事
法
務
協

会
組
合
の
市
場
化
テ
ス
ト
の
弊

害
や
建
交
労
・
清
掃
委
託
現
場

の
競
争
入
札
に
よ
る
労
働
条
件

悪
化
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
公
契
約
の
適

正
化
が
市
民
生
活
を
守
る
取
り

組
み
に
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

公公
契契
約約
のの
適適
正正
化化
がが
市市
民民
生生
活活
守守
るる

自自治治労労連連共共済済のの
愛愛
労労
連連
公公
契契
約約
運運
動動
学学
習習
会会

火火災災共共済済はは安安いい！！
１１口口（（耐耐火火）） 保保障障額額
２２．．５５円円／／月月でで最最高高１１００万万円円

●
瀬
戸
市
職
労
（
９
月
１５
日
）

執
行
委
員
長

下
山

泰
彦

副
執
行
委
員
長

梅
野

泉

〃

大
塚

秀
夫

〃

加
藤

徹

書
記
長

遠
藤

勇

書
記
次
長

上
四
元
直
樹

会
計

岡
田

正
大

●
一
宮
市
労
組
（
９
月
１５
日
）

執
行
委
員
長

平
山

勝
子

副
執
行
委
員
長

柳

進

〃

渡
辺

利
雄

書
記
長

森

清
隆

●
犬
山
市
職
労
（
９
月
１５
日
）

執
行
委
員
長

吉
田

高
弘

副
執
行
委
員
長

一
柳

佳
誉

〃

石
黒

貴
之

〃

北
野

研
吾

書
記
長

後
藤

泰
介

書
記
次
長

吉
野

敦
也

●
幸
田
町
職
労
（
９
月
２２
日
）

執
行
委
員
長

薮
田

芳
秀

副
執
行
委
員
長

太
田

義
裕

書
記
長

伊
澤

正
美

書
記
次
長

大
須
賀
政
直

会

計

早
川

学
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第
２４
回
日
本
高
齢
者
大
会

２日間でのべ４５１３人。全国の仲間と交流

９
月
１３
〜
１４
日
と
茨
城
大
学

（
水
戸
市
）
な
ど
を
会
場
に
３７

の
学
習
講
座
や
分
科
会
が
開
か

れ
た
第
２４
回
日
本
高
齢
者
大
会

に
は
、
全
国
か
ら
２
２
８
６
人

の
高
齢
者
が
、
自
治
体
愛
知
退

職
者
会
か
ら
は
７
退
職
者
会
２０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
に
た
っ
た
山
田
栄

作
・
大
会
中
央
事
務
局
長
は
、

「
ど
ん
底
」
と
い
っ
て
い
い
貧

困
が
広
が
り
、
高
齢
者
の
生
活

を
直
撃
し
て
い
る
、
と
指
摘
。

�
「
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連

帯
で
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢

者
を
な
く
そ
う
」
の
立
場
で
地

域
や
団
体
で
の
活
動
に
と
り
く

も
う
。
�
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
即
時
廃
止
と
介
護
保
険
制

度
の
抜
本
改
善
の
実
現
な
ど
の

運
動
を
強
化
し
よ
う
。

さ
ら
に
「
核
の
な
い
世
界
と

高
齢
者
の
安
心
で
き
る
世
界
」

を
め
ざ
し
て
、
�
非
核
自
治
体

宣
言
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
核
兵

器
廃
絶
の
た
め
の
具
体
的
な
行

動
を
ま
き
お
こ
そ
う
。
�
高
齢

者
の
権
利
条
約
を
実
現
さ
せ
よ

う
―
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１０
月
２９
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

１
０
０
９
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は「
コ
ウ
シ
エ
ン
」で
し
た
。

２５
通
の
応
募
が
あ
り
、す
べ
て

が
正
解
で
し
た
。以
下
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

各
務

芳
巳（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤

秀
高（
名
古
屋
市
職
労
）

鈴
木

美
枝（
豊
橋
市
職
労
）

伊
藤

友
伸（
豊
橋
市
職
労
）

福
井

洋
子（
豊
川
市
職
労
）

皆
上

仁（
蒲
郡
市
職
）

片
山

和
政（
西
尾
市
職
）

竹
内

直
美（
半
田
市
職
労
）

鈴
木

貴
子（
瀬
戸
市
職
労
）

宮
地
加
奈
子（
春
日
井
市
職
労
）

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者
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